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定量についてはいろいろな分析法か検討されているが，その方法は

い。食物繊維は，不溶性と水溶性,とで栄養的な作用か異なると言わ

，定量を行う際も分別定I量が必要と考えられる。　しかし. 最近よく

キーらの方法では，両者の合計しか求めることはできない。　そこで，

分別定量を試み，さらにその定量方法について検討を行ったので報

ら
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